①椎川班
テーマ：「これからの地域づくりは絆の再生から」

【趣旨】　
　「絆の再生」こそ、「地域力」の基盤なり！
「地域力」の源泉は、資源力（天然資源の力と文化力）と人間力であると私は考えるが、この人間力は、①人材力の積和＝Σ（やる気×能力）と②つながり力、によって決まってくる。
つながり力、すなわち「絆」とは、内側のさまざまな人材がつながり、協力し合う力であると同時に、外部のネットワークにつながり、それを利用する力である。
本分科会では、そのような「絆」を基盤にして、大きな地殻変動が進行中の滋賀県東近江市の実践事例を取り上げる。ここでは、様々な業種、ＮＰＯなどの方々が、住民自治という形で、「福祉」、「環境」、「農業」などの分野を超えてつながることにより、お互いの力を補い合う工夫を続け、地域が抱える様々な問題を解決しようとしており、それを人の輪作りという形で全体に結び付けようしている姿、すなわち「絆の再生」の実践が見られる。
そのような熱い思いと行動力を持った方々からの報告を基に、皆さんと一緒に、「絆」を再生し、「地域力」を高めていくための方策について考えてみたい。

【登壇者＋α】
　（コーディネーター？）
　　椎川　　忍さん　総務省自治財政局長
（発表者）
　小梶　　猛さん（ＮＰＯ法人しみんふくしの家八日市　理事長）
　山口美知子さん（東近江市企画部緑の分権改革課）
　野々村光子さん（東近江圏域 働き・暮らし応援センター “Tekito-”. 主任支援ワーカー.）
　稻川  武宣　　（三重大学人文学部准教授）
（フロアから参加）
　北川　憲司さん（東近江市地域医療政策課理事員）


　【小梶さん】
　　・ 福祉モール構想
　　　　（地域の福祉関係ＮＰＯが横につながることによって、高齢者、障害者、児童など誰もが
住みやすい地域づくりを行う取組）

　【野々村さん】
　　・ 魅知普請の会のつながりをきっかけに実現した障害者に薪割り（？）の仕事をしてもらう
取り組みの話　＋　障害者の就労の場づくりの取り組み（障害者も税金を払おう！）
（異分野（障害者支援、行政、産業）の横のつながりで、新たな就労の場ができた意義
　＋野々村さんのいつもの（？）興味深い、就労先開拓のお話）

　【山口さん】
　　・　環境円卓会議の取り組み
　　　（地域のさまざまな人間がつながり、２０３０年の東近江の在り方について議論。単に環境
分野だけではなく、福祉など様々な分野の人間がつながって、地域循環の仕組みづくりを
　目指す）
　
　

